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１．富士山の景観にこだわったまちづくりを進めるために 

 私たち富士市民の心の道しるべとなっている富士市民憲章

は５つの条文からなり、全てが「富士山のように」から始ま

っている。 

 本市の最上位計画である第六次富士市総合計画での目指す

都市像は、「富士山とともに輝く未来を拓くまち ふじ」であ

る。 

 本市のブランドメッセージは「いただきへの、はじまり 富

士市」、海抜ゼロメートルから富士山までを市域に持つ日本で

唯一のまちという富士市のオンリーワンの魅力を一言で表し

た言葉であり、「いただき」はもちろん富士山である。 

 本市の物的環境を形成する空間計画である富士市都市計画

マスタープランでのまちづくりの基本理念は「富士山のふも

と誰もが住みたい・住み続けたいと思えるまちづくり」、富士

市景観計画での景観形成の基本目標は「富士が映える うるお

いとゆとりのまち」、富士市緑の基本計画（第二次）での将来

像は「富士山のふもと花と緑と水がおりなす憩いのまち」で

ある。 

 また、第三次富士市環境基本計画での望ましい環境像は「富

士山の恵みを、みんなで守り、育て、ともに生きるまち」、富

士市観光基本計画（改訂版）での基本コンセプトは「世界遺

産『富士山』を最大限活用した観光振興」である。 

 このように、将来においても、本市の発展、市民の暮らし

は富士山とともにあるということが示されており、今後も富

士山は本市のシンボルであり、市民の誇りであり、心のより

どころであることは変わりない。 

 特に、本市のシティプロモーション、観光振興には富士山

は欠かせない存在であり、また、本市の将来に向けた物的環

境形成においても、背景にそびえる雄大かつ優美な富士山を

大切にしていこうということが示されている。 

すなわち、私たちのまち富士市においては、富士山が美しく

見えること、富士山の景観が映えること、富士山の景観を生

かすこと、富士山の景観と調和することなどが、様々な視点

からも重要視されている。 

 さらに、富士山の景観・眺望に関しての具体的な方針・取

組としては、富士市景観計画では景観形成の方針として「富

士山の眺望を活かした都市景観の創出」が掲げられ、眺望点

での富士山の眺望の確保と活用・ＰＲ、富士山を見せる軸づ

くり、市内の富士山景観の保全が示されている。 

 また、富士市観光基本計画においては、７つの施策の１つ

として富士山の眺望と文化の活用が掲げられ、写真コンテス

トの活用、富士山ビューポイントの活用、茶畑保存による景

観保全などが示され、具体的な施策・事業が行われている。 

 そのような中、茶畑越しに富士山を望む景勝地の大淵笹場

には、海外からも含め年間数万人の観光客等が訪れるように
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なっている。 

 さらに、国道139号と国道１号を結ぶ国道139号富士改良（都

市計画道路藤間前田線）の富士山夢の大橋は、富士山が真正

面に見え、橋の頂点では電線や建物等に遮られることなく、

富士山の全景写真を撮ることができ、海外の旅行好きインス

タグラマーの間で話題になっており、人気の富士山絶景ポイ

ント、写真撮影ポイントとして、多くの外国人観光客等が訪

れるようになっている。 

 このように、富士山を背景とした本市ならではの特徴的な

景観は、海外でも注目され、観光資源として十分に価値があ

り、さらに創意と工夫を凝らし、積極的に取り組むことで、

本市を訪れる観光客等の増加に結びつけていける可能性は高

いと言える。 

 そこで、富士山が最も美しくきれいに見えるまち、多様な

富士山に出会えるまちとして、富士山の景観にこだわったま

ちづくりを進めていくことについて、提案も含め以下質問す

る。 

(1) 富士山の眺望の活用を戦略的に進め、多様な効果を生み

出すという観点から、以下を伺う。 

① 富士山ビューポイントの設置状況と効果について伺

う。 

② 富士山の眺望点をテーマごとに八景厳選し、八景ポイ

ント標識の設置、マップの作成等を行い、富士市ならで

はの多様な美しい富士山の景観をＰＲし、観光客等の誘

客などに活用していくことを提案するがいかがか。 

(2) 富士山夢の大橋を観光スポットとして有効に活用し、さ

らなる観光客等の誘客を図るという観点から、以下を伺う。 

① 富士山夢の大橋周辺一帯について、周辺住宅地への悪

影響の防止や交通安全対策等の課題を解決しつつ、観光

客等にとっても魅力的な場所になるよう環境整備等を引

き続き関係者等と協議しながら進めていただきたいと考

えるがいかがか。 

② 富士山夢の大橋を富士山登山ルート3776のコースに入

れたらどうか。 

③ 公共交通でのアクセスを促進するため、コミュニティ

バスうるおいや、まちなか循環バスぐるっとふじで行け

ることの周知・ＰＲや利用しやすくするための工夫はで

きないか。 

(3) 背景となる富士山を重視した景観形成に取り組み、美し

いまちづくりを進めていくという観点から、以下を伺う。 

① 富士山を正面に望む主要道路である都市計画道路本市

場大渕線、都市計画道路田子浦伝法線、都市計画道路藤

間前田線及び吉原大月線において、富士山への眺望を生

かした道路景観形成を図るため、無電柱化の推進を求め

るがいかがか。 
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② 建築物・工作物・構造物や樹木・植栽などで、富士山

の景観との調和や活用などに配慮したものを表彰する富

士山景観賞を新たに設けることを提案するがいかがか。 
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